
チ
ヨ

動
山
を
越
止
、
越
中
氷
見
に
京
っ
て
跡
保
安
墾
守
氏

一
萄
怨
を
来
つ
べ
き
こ
と
を
総
L
、
そ
の
頃
功
を
貸
し

艇
に
組
。
、
制
川
を
伺
uuH
に
告
げ
た
。
是
よ
0
後
辿
削

一
て
凶

μ牢
泌
を
問
問

へ
た
。

九
年
三
且
起
中
松
品
川
城
の

は
氏
必
の
掠
を
裂
。
、
こ
れ
を
助
け
て
そ
の
敵
と
時

一
河
川
長
斜
は
上
杉
-封
勝
を
恕
じ
、
小
出
城
に
佐
々
成

ひ
、
日
つ
信
長
と
の
辿
絡
を
総
た
な
か
っ
た
。
叙
七

一
政
の
共
を
攻
附
し
た
。
信
長
乃
ち
越
前
衆
柴
凶
勝
家
・

年
能
殺
に
在
つ
て
は
地
訓
公
除
等
、
越
時
限
坂
M

官
民

一
前
川
利
家

・
不
似
直
光
容
を
訟
は
し
て
之
を
征
せ
し

を
逐
う
て
七
路
城
を
臨
時
う
た
。
辿
能
は
こ
の
各
回
配
下

一
め
、
辿
剛
山
も
亦
加
っ
て
日
日
防
軍
を
返
却
せ
し
め
た
。

を
率
ゐ
て
割
引
同
郷
取
扱
の
本
来
寺
に
入
っ
て
脅
し
た

一
同
月
旬
H
K
は
ぜ
問
時
日
白
川
削
・前
凶
利
家
・一刷
出
行
泌
を
し

が
、
円
以
峰
等
は
別
々
に
坐
諜
を
情
へ
て
防
仰
を
搬
に

一
て
似
に
能
A
H
の
凶
政
を
官
せ
し
め
た
が
、
遊
佐
約
光

し
た
か
ら
、
知
八
年
初
春
一
た
び
越
中
に
蹄
り
、
=
二

は
到
底
多
年
の
非
科
を
括
れ
得
ざ
る
を
測
っ
て
一
迩
電

月
ま
た
耐
水
に
来
っ
て
耐
水
寺
に
附
山
内
、
間
三
且
十

一
し
た
。
凶
っ
て
辿
柑
は
之
を
求
め
、
六
用
問
主
総
二

四
日
そ
こ
を
殺
し
て
、
佐
久
間
脱
政
と
沼
市
中
を
総
す

一
石
村
に
在
る
を
得
て
そ
の
一
族
を
波
駅
南
し
た
。
七
且

る
伐
加
到
に
赴
い
た
。
時
に
脱
政
は
河
北
榔
木
越
先

一
泊
升
京
阪
亦
越
後
に
逃
れ
、
長
氏
の
泊
怨
怒
〈
報
い

徳
寺
を
攻
め
よ
う
と
し
て
ゐ
た
の
で
、
泌
加
は
柳
綿

一
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
.
一
辿
削
は
信
長
か
ら
山
出
品
牢

で
挫
遁
し
、
川
ハ
に
光
徳
寺
を
問
削
れ
た
後
耐
水
に
巡
っ

一
川
内
に
在
る
謙
信
が
鉱
人
以
後
石
動
山
に
お
注
し
た

た
。
同
且
地
升
筑
前
守
は
耐
水
を
奴
う
た
が
、
辿
加

一
新
制
簡
を
加
盟
せ
ら
れ
、
入
且
偏
長
が
能
鷺
一
山
間
を

は
似
山
で
そ
れ
そ
織
り
、
踏
ん
で
本
郷
の
鉢
伏
山
の

↑
附
則
利
円
敢
に
県

へ
る
に
及
び
、
辿
加
は
之
が
奥
力
た

械
を
特
ひ
、
又
出
削
山
に
段
を
築
い
て
鈴
木
凶
怖
を

一
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

十
年
五
且
上
杉
氏
の
部
紛

越
さ
、
以
て
七
地
域
攻
擦
の
州
中
仰
を
伐
し
た
。
凶
附

一
が
越
中
魚
津
城
を
占
領
す
る
や
、
信
長
は
柴

m勝
家

は
前
に
上
杉
曜
に
m
H
た
も
の
で
あ
る
o
n
E
に
京
っ
て

一
U
下
を
し
て
之
を
討
た
し
め
、
辿
加
も
亦
加
っ
た
が
、

景
除
等
そ
の
敵
し
錐
き
を
知
。
、
辿
山
山
に
巡
っ
て
非

一
そ
の
附
に
来
じ
て
越
後
の
長
典
市
町
奴
辿
が
海
を
航
し

を
信
長
に
諾
し
た
が
、
辿
加
は
そ
れ
を
信
長
に
介
す

一
て
能
殺
に
上
限
L
、問
中
一
端
棚
木
械
に
依
っ
た
の
で
、

る
と
共
に
、
日
川
除
容
が
、
欠
川ん
の
仇
敵
た
る
を
以
て
之

一
法
制
は
慌
に
郎
b
、
什
二
日
討
っ
て
之
を
戦
硯
せ
し

を
得
て

H
心
せ
ん
こ
と
を
前
う
た
の
で
、
利
政
治
に

一
め
た
o
次
い
で
辿
犯
は
一
内
び
魚
知
に
赴
い
た
が
、
城

成
政
し
な
か
っ
た
o
闘
っ
て
六
且
九
日
金
丸
に
在
つ

一
途
に
陥
。
、
日
つ
信
長
が
明
智
光
努
の
お
に
杭
死
し

た
捌
訓
柏
町
は
本
郷
の
峨
を
陥
れ
ん
と
し
て
共
を
加
的

一
ー
た
報
を
得
て
郎
り
、
七
月
刺
家
の
石
動
山
征
討
の
抵

た
か
ら
、
辿
高
山
は
妥
協
に
迎
へ
て
敵
を
倣
っ
た
。

引

一
に
従
ひ
、
戦
後
石
助
山
跡
領
の
川
出
品
都
中
に
在
る
も

八
日
地
引
三
在
術
門
等
亦
七
回
聞
の
兵
を
部
ゐ
て
金
九

一
の
を
利
家
か
ら
典
へ
ら
れ
た
。
こ
の
制
聞
は
去
年
信

に
山
で
、
辿
飽
及
び
鈴
木
凶
臓
の
岱
に
取
越
せ
ら
れ

一
長
か
ら
得
た
新
制
抑
制
以
外
の
も
の
な
る
べ
く
、
辿
飽

た
。
こ
の
年
泊
訓
下
出
掛
は
穴
水
に
土
民
を
防
相山
L
、

一の
川
出
品
宇
部
中
に
領
す
ろ
も
の
合
計
三
瓜
千
石
に
な

ま
た
泌
制
の
伐
に
迭
は
れ
た
。
か
く
て
七
地
引
は
告

一
っ
た
。
九
月
五
日
利
家
は
ま
た
鍔
引
を
辿
加
に
県

へ

方
簡
に
利
を
失
う
た
の
で
、
京
阪
は
弟
三
宅
長
胞
を

一
て
、
永
く
続
出
を
総
へ
留
さ
る
こ
と
を
契
う
た
。
十
一

安
土
に
仮
し
て
除
を
容
れ
し
め
、
信
長
は
之
を
閉
す
一
年
利
家
金
持
に
拶
白
、十
二
年
末
森
役
の
起
っ
た
時
、

と
品川
ハ
に
徳
山
沢
兵
衛
則
努
を
能
殺
に
一
卜
L
、
述
削
に

一
辿
飽
が
赴
援
し
た
の
は
戦
闘
の
阪
に
終
っ
た
後
で
あ

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
ヒ
ロ

長
謹
弘
加
到
滞
の
老
隠
長

氏
の
第
九
代
。
文
化
十
二
年
八
且
十
三
日
出
生
。
幼

名
を
脅
音
と
い
ひ
、
後
に

X
三
郎
・将
之
佐
・九
郎
左

衛
門
と
い
う
た
。
日
は
本
多
安
房
守
政
稔
の
衣
子
で

っ
た
が
、
利
家
か
ら
『
抜
群
之
志
無
品
類
』
と
の
貸

削
を
奥

へ
ら
れ
た
。
長
家
家
的
に
鍛
れ
ば
、
こ
の
役

の
直
前
佐
々
成
政
の
特
訓
保
氏
猿
が
荒
山
を
越
え
て

二
宮
に
来
た
の
で
、
辿
他
は
徳
丸
か
ら
出
て
そ
れ
を

治
う
た
と
あ
る
が
、
そ
の
却
の
探
侭
は
術
研
究
を
製

す
る
。
十
三
年
初
柴
秀
吉
の
越
中
に
佐
々
成
政
を
攻

め
た
時
、
辿
簡
は
ま
た
抵
に
従
う
た
。
こ
の
天
正
十

二
三
年
に
は
辿
砲
が
徳
丸
械
に
民
た
ら
し
く
、
そ
の

後
回
路
抽
出
に
似
し
た
の
で
あ
る
が
、
移
従
の
年
紀
を

川
田
へ
ぬ
。
辿
制
ま
た
院
長
五
年
大
場
寺
の
役
に
従

ひ
、
師
協
抽
出
井
駁
で
丹
須
箪
の
趨
取
を
受
け
多
政
の

家
士
を
失
ひ
、
戦
後
加
到
に
千
百
の
地
を
加
似
せ
ら

れ
て
三
珂
二
千
石
と
な
っ
た
。
十
一
日
平
家
を
鮪
子
好

辿
に
翻
り
、
制
聾
し
て
如
庖
と
務
し
た
が
、
十
六
年

好
辿
裂
し
、
次
子
辿
樹
向
幼
で
あ
っ
た
か
ら
、
刊
，ひ

郁
を
執
っ
て
好
辿
の
治
制
三
高
三
千
石
を
閉
山
ゲ
、
大

坂
耐
役
に
出
附
し
、
元
利
近
年
二
且
三
日
七
十
凶
践

で
明
日
。
法
悦
束
期
副
寺
制
功
良
額
。
間
的
出
の
東
山
車
守

に
弊
ら
れ
た
。

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
ヒ
デ

長
一
連
夜
初
名
此
木
小
次
郎
。

安
政
三
年
能
慢
の
穴
水
に
生
ま
る
。
此
木
氏
は
長
氏

か
ら
出
て
之
に
医
附
附
し
た
も
の
。
泌
磁
の
父
辿
潔
の

尚
二
一白
石
を
受
け
、
維
新
の
後
本
姓
に
復
し
た
。
辿

円
相
明
治
七
年
よ
り
九
年
に
主
る
間
隣
雨
に
遊
ぶ
こ
と

耐
次
、
制
野
利
秩
・別
府
部
助
に
悼
附
し
て
航
る
そ
の

風
宰
を
お
ひ
、
訟
に
島
町

一
由
民
と
交
を
訂
し
て
、
明

治
十
一
年
五
且
十
四
日
彦
総
大
久
保
利
泌
を
東
京
紀

隠
升
町
に
暗
殺
し
、
七
且
刑
七
日
除
族
斬
刑
に
雌
せ

ら
れ
た
。
時
に
年
二
十
三
。

五
回

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
ヤ
ス

長
連
恭
加
制
H

・
協
の
老
眼
H
H

氏
の
第
十
代
。
辿
弘
の
嫡
男
で
、
天
保
十
三
年
二
月

期
日
生
ま
れ
た
。
小
字
山
若

・
後
九
郎
左
衛
門
。
安

政
四
年
六
月
十
一
日
家
t

官
製
ぎ
、
治
知
三
低
三
千
石

〈
内
二
千
石
地
(
力
知
U

を
受
け
、
市
山
延
元
年
十
二
月
十

六
日
従
一ム
品
川
下
大
附
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
元
治
一山
年
4
1

一
且
長
州
征
討
の
お
説
明
に
従
ひ
て
出
授
、
m
M
年
二

且
凱
附
L
、明
治
元
年
四
用
九
日
サ
七
肢
を
以
て
夜
。

松
川
町
忠
滅
姉
、
野
削
山
に
抑
ら
れ
た
。

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
ユ
キ
長
連
之
棚
木
左
門
氏
之
の

子
で
、

長
努
辿
の
益
子
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
努
辿

の
白
子
氏
泌
が
生
ま
れ
た
。
闘
っ
て
白
山
氏
は
策
を

あ
っ
た
が
、
文
政
十
一
年
ご
月
由
民
辿
愛
に
餐
は
れ
、

新
知
二
千
五
百
石
〈
内
五
百
石
県
力
知
U

を
臨
ひ
、
天

保
二
年
十
二
且
四
日
そ
の
後
を
裂
い
で
辿
知
三
高
三

千
石
ハ
内
二
千
石
奥
力
知
〉
を
受
け
た
。
辿
弘
闘
士
上

田
耕
の
訟
を
信
じ
、
之
を
師
川
政
の
民
際
に
服
用
せ
ん

と
し
た
が
、
奥
村
祭
賞
の
反
討
す
る
も
の
あ
る
を
以

て
そ
の
認
を
呆
さ
な
か
っ
た
。
然
る
に
十
凶
年
策
立

卒
L
、
弘
化
四
年
十
二
且
世
七
日
泌
弘
は
従
五
枕
下

大
関
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
同
芯
と
共
に
新
法
の
施
行

に
従
う
た
が
、
そ
の
柏
崎
す
町
山
佐
々
奇
慌
に
走
る
も
の

が
あ
っ
た
か
ら
、
第
永
二
年
の
頃
か
ら
附
人
は
之
を

同
し
て
黒
羽
総
符
と
い
ひ
、
大
に
非
難
す
る
に
主
っ

た
。
滞
侠
狩
携
も
亦
闘
将
の
弊
を
思
ひ
、
安
政
元
年

六
且
十
七
日
辿
弘
の
年
中
町
峨
を
M
m
う
た
。
辿
弘
安
政

四
年
四
且
品
川
二
日
夜
L
、
平
年
四
十
三
で
あ
っ
た
。

法
制
配
保
合
府
、
野
凶
山
に
抑
ら
れ
た
。

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
フ
ザ

長

連

房

竹
之
助

竹
松
・兵

部
と
稿
し
、
九
郎
左
衛
門
元
挫
の
二
子
で
あ
る
o
w礼

文
十

一
年
三
且
新
知
千
石
を
似
は
り
、
中
訂
作
組
に
列

し
た
。
元
文
四
年
裂
。
六
十
九
段
。
子
孫
欣
々
滞
に

仕
へ
る
。


